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1 ．はじめに

ナ ーナク〔曰く〕、〔ひとは〕苦しむ、 4ユガのあいだハリ（神）の
名号が心に住まず＊1。

〔神との〕別離はなんと〔痛ましい〕別離か、〔神との〕合一はなん
と〔喜ばしい〕合一か＊2。

　この引用のように、ナーナク（Nānak）の教説集には簡潔な表現が一
般的である。この引用した二節はすべての人生と宗教の究極の目標に係
わり、神の名号を自心の内部に住まわしめることによって、永劫の歓喜
を付与する神との合一を宣言している。このことに覚醒し、この提示さ
れた方法を受け入れ、そうして神との合一を獲得した者は、輪廻転生を
超越し、無限で永遠な、しかしながら言表不可能な歓喜の状態へと到る
のである。
　しかし、このような要約は、グルー（Gurū）＝ナーナクの信仰の発
展過程に光を当ててこそ意味をなすのである。この合一を目指すべき神
とは誰か、何か。その属性はいかようか。神の存在がどのように人間に
表現されるのか。そして人間とは？人間はどのような状態で輪廻世界を
越えるのか。提供された方法とは何か、そして人間はその方法をどのよ
うに獲得するのか。獲得したあと、人間は再生した状態を、言葉の能力
がある限りにおいて、表現できるのか。このような多くの問題は、ナー

スィク教祖ナーナクの神観念
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＊1 nAnaka dukhiA juga cAre binu nAma hari ke mani vase || 4 || （TukhArI 2, GS. 
p.1110）
＊2 vichuRiA kA kiA vIchuRai miliA kA kiA melu || （MArU 1, GS. p.989）
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ナクの信仰を、言い換えれば彼の教学を適格に理解するためには、回答
されるべきであろう。
　教学という言葉は、この場合、適切な言葉である。なぜならば、ナー
ナクの思想全体が神に関する彼の理解を中心に展開しているからであ
る。聖典編纂者グルー＝アルジャン（Arjan）が『グルー・グラント・サー
ヒブ』（Gurū Grantha Sāhiba以下GSと略記）の冒頭に神の属性の宣言
文を配置し、それが根本マントラ（mūla mantra）と呼ばれていること
はまさに相応しい。スィク教の聖典群のなかで、グルー＝ナーナクのジャ
プジー（Japjī）＊ 3以上に重要なものはない。この絶妙な作品の主題は神
であり、人間が崇拝すべき神、人間の心理が創り出しうる非常に高度な
観念を遙かに超えた神なのである。グルー＝ナーナクのサバド（sabada
＜ abda）やサローク（saloku＜ loka）に見いだし得るのがナーナクの
教学であり、洗練された神学なのである。
　もちろん、この教学は体系的に提示されたものではない。グルー＝ナー
ナクの著述は彼の神の直接的な経験を証言するものであり、その経験の
特徴的な表現方法は讃歌なのである。グルー＝ナーナクもグルー＝アル
ジャンも、ナーナクの信仰を統合的な形式で著そうとはしなかったので、
われわれも、そのことを期待してはならない。彼らの宗教は本質的に経
験的なものであり、理念的であるよりも実際的であるのである。しかし、
われわれがナーナクの思想の本質を理解するためには、統合的で体系的
な提示のほうが良いのであるので、ここでは、そのようなパターンを探
らなければならないであろう。
　グルー＝ナーナクの思想が体系的に表現されていないということで、
われわれは彼の思想に一貫性がないと見なしてはならない。それどころ
か、ナーナクの思想の最大の特徴はその一貫性にあるのである。GSの
後半部分に配置されている他の聖者バガット（bhagata＜bhakta）の著
述とナーナクを比較すれば、分かるであろう。例えば、カビールの思想
はたいへん特徴的なのであるが、教学的にはナーナクほど一貫性がある
とは言えない。絶対なる神の慈悲深い行為と自由意志をもった人間の必
要な参画、これら両方を支持する体系に欠かせない緊密な教学は確かに

＊3 GS, pp.1-8.
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存在するのであるが、ナーナクの思想の構成要素を抽出し、それらを神
学体系に適合させようとするものは、相互に矛盾する言説を選択的に判
断してはならない。また、カビールの思想の中に見られる曖昧性の程度
をもって取り組んではならないと思われる。
　現段階で、カビールとの比較は教訓的である。グルー＝ナーナクとカ
ビールは、両者とも宗教的統合を提示し、どちらの場合も、その統合の
考えたかはその人柄を反映している。かれらの思想のその後の影響の関
する限り、まさにこの点が非常に重要なのである。カビールはなかんず
く神秘主義的であり、彼の思想のパターンはこの点から理解されうる。
その結果は、彼の思想は深淵であり幽玄である。カビールの言説はたい
へん広く人口に膾炙してきたが、その思想の広まりは限定されたもので
あった。カビールに人気をもたらしたのは、その含蓄のある言説であり、
印象的な箴言である。カビールの直系の弟子を主張するカビール派は信
仰体系をもっているが、それは宗派の名に冠せられた開祖の本来の思想
とはほとんど似ていないものとなっている。
　これとは対照的に、ナーナクは一貫したパターンを創り出し、それは、
後代のグルーたちの付加とともに今日に到るまで正統的なスィク教に
よって守られている。ナーナク自身も、カビールと同様、神秘主義的で
あり、彼の思想の頂点は、無形相なる一者である神との言表不可能な合
一のなかに見いだしうる。この頂点そのものは分析を越え表現を絶して
いるが、そこに到る経路はそうではない。また、この点についてナーナ
クはカビールより明確である。神秘主義に深い理解をもつ人ならば、カ
ビール自身が経験した深い意味のなにものかをカビールの言説のなかに
確かに見いだし得るだろうが、たいがいの人はそうではないだろう。む
しろ多くの人は、ナーナクが述べようとしたパターンを理解できるであ
ろう。なぜならば、それはより理解しやすい言葉で表現されているから
である。グルー＝ナーナクが後継者を指名したという事実は、自己の教
えの永続性という点からすれば非常に重要なことであるが、しかし、そ
れが現代のスィク教の存在を説明する唯一の理由ではない。ナーナクの
思想の明確性と一貫性も、根本的に重要な要因なのである。
　グルー＝ナーナクにとって、人間存在の意味と目的は、世界を創造・
維持・破壊し、世界において自己を顕現し、恩寵によって人間に救済方
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法を伝え、解脱に至らしめるために人間の対応を喚起する永遠なる一者
に集中する。この至高の主に対峙して、人間は提示された救済の道から
自らを切り離して堕落した状況にいる。正道をはずれ不従順で、現世の
虚ろな魅惑に騙されて、人間は輪廻世界に自らを強く縛りつけ生死の無
限の円環を余儀なくされる。
　しかし、人間には、この悲惨な自己中心的な生活と連続した輪廻転生
の世界から脱出する方法が用意されている。神は、自身の教令（hukam）
によって世界を創造し統御し、洞察力のある人間はそのなかに神のあり
方の表現を見ることができるのである。この欠くことのできない洞察力
が人間のなかで、グルー（導師）によって、神秘的に発せられる神の声
によって覚醒される。人間は、グルーの声を聞き対応すると、自己の周
りのすべてのものや自己が経験するすべてのことに顕現している神の
「ことば」（ abda）を理解し始める。人間に必要な対応は、神の名号（nām
＜nāman）に対して、また創造世界やその世界の内部における経験を通
して伝えられる神の本性に対する瞑想を通して表される神の愛を敬慕す
ること（bhakti）なのである。この厳格な原理に自己を投じる人間は、
自己の不浄から洗われ、漸次、神に接近することができる。人間は、こ
の精神的段階を向上し、終には窮極の、永遠なる一者との言表不可能な
境地に到り、世俗的な束縛から解き放たれ輪廻転生がついに終局する状
態となる。
　このような多くの観念を、ナーナクはカビールを含む中世初期や同時
代の宗教家たちと共有している。ナーナクの思想は、北インドのサント
（sant）の思想と緊密に関係していることは明らかであり、ナーナクの
思想の多くはこの源泉から直接派生していることは疑いない＊4。

2 ．ナーナクの神観念

唯一のオーム（聖音）が真実在（神）の名号にして創造者なり、無
畏にして憎しみなく。

時を超えて形像をなし、不生にして自在なり、グル（導師）の恩寵

＊4 拙著『インド中世民衆思想の研究』（ノンブル社、2006年）、pp.471-478.
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によって〔その神は知られる〕＊5。

　GSのこの冒頭の根本マントラほど、グルー＝ナーナクの根本思想を
示している語句はない。スィク教信仰のほとんどの解説はこの根本マン
トラに言及し、多くの注釈書がこの語句に相当のスペースを与えている。
　しかし、この言説は、それ自体、多くは語っていない。篤信のスィク
には多くの意味を与えるが、それは個々の語彙の意味を理解している場
合である。個々の語彙自体は自明のものではなく、個々の意味を理解す
る方法でこの根本マントラを理解しようとすれば、グルー＝ナーナクの
総体的な教学に合わないかも知れない。特に、聖音オームはナーナクの
他の章句を参照しなければ誤解されやすいだろう＊6。これを解釈するに
は、ナーナクの教学全体のなかで行われるべきである。根本マントラは、
ナーナク思想の理解の出発点であり、また同時に最終的な要約でもある
のであろうが、この間を埋める作業が残っている。

2 － 1 ．神の単一性
　根本マントラの冒頭に数字 1があり、スィク教の伝統は一致して、こ
の 1が神の単一性の宣言であると認めている。このような見解は、ナー
ナクの言葉のなかで強く強調されているから、至極当然である。

自ら顕れた、神は、三界に。ユガ毎に〔神は〕施与者であり、他に
誰もなし＊7。

　「他に誰もなし」という言葉は、ナーナクが繰り返し使う特徴的な表
現である。ナーナクにとって神は 1、すなわち唯一なのである。

＊5 1 oM satinAmu karatA purakhu nirabhaü niravairu akAla mUrati ajUnI saibhaB 
gura prasAdi || これがバーイー＝グルダースによる祈願の句の派生形に付けられた名
称で、根本マントラと呼ばれている。ちなみにグルー＝ナーナク自身は、神の名号
が根本マントラであると述べている（MArU 1-5. GS, p.1040）。
＊6 rAgu rAmakalI dakhaNI, GS. pp.929-938で聖音オームについて詳説されている。
＊7 jApai Apa prabhU tihu loi || jugi jugi dAtA avaru na koi || （OaGkAri GS. p.933）
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六軒の家（学派）、六人の導師、六つの教え。導師の導師は一人、
多くの姿〔をとる〕＊8。

しかしながら、この単一性の言明は、明らかに問題を呈する。すなわち、
一神教なのか一元論なのか、ということである。神の単一性、すなわち
神が他の存在と完璧に相異していることを指しているのか、ということ
である。あるいはまた、この単一性はすべての現象的存在の実在を否定
しているのか、ということである。
　両極にあるこれらの二つの見解を選ばざるを得ないとすれば、前者を
選択すべきなのである。グルー＝ナーナクの思想は、彼の神観念をシャ
ンカラ哲学のいう窮極的に非実在である主宰神（Ī vara）と同一視しな
ければ、不二一元論（advaita）の範疇に一致させることはできないだ
ろう。
　他方、ナーナク自身、人間の本質の問題として「二元」（dubidhā＜
dvidhā）の観念があり、この二元の克服が人間の救済にとって非常に
重要な側面であると、明言していることを認めねばならない。さらに、
ナーナクが神の内在性と、人間の救済にとって神の内在的啓示が基本的
に重要であることを力説していることも知っておかねばならない。彼の
思想のこのような面に注意を払いつつ、述語を選択しなければならない
のである。ナーナクの思想が一神教であると示す場合に、セム系の意味
で捉えてはならないことは当然である。
　グルー＝ナーナクの思想は、本質的に神秘主義者の思想として理解す
るのが最善であろう。「二元性」は最終的に克服されるのであるが、神
秘的合一のなかで吸収されるものである。創造世界は神の核心的な開示
をもたらさないが、しかし、この開示を分与する現象世界は、創造世界
ばかりでなく、それを超越した世界に住する神の恩寵の表現と見なされ
なければならない。神の窮極的本質は、人間の全ての能力をはるかに超
越しているのである。神は、経験によってのみ知られるのである。実に、
人間はこの神秘体験に人間としての表現を与えることに努めるべきであ

＊8 chia ghara chia gura chia upadesa || guru guru eko vesa aneka || （RAgu ĀsA 1, 
GS, p.12, ĀsA 30, GS. p.357）
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る。そして、グルー＝ナーナクの言説はまさにこの目標のために向けら
れているのである。しかし、人間の表現能力は、窮極の実在の一瞥以上
のことを伝える能力はないのである。
　この神秘的な経験とそこに到る道程についてのグルー＝ナーナクの表
現は、人間が述べる神は人格をもった神、人間が愛情をもって応える恩
寵の神として観念されるものである、と簡潔に示している。ナーナクが
神を創造者として理解しており、神の恩寵を繰り返し強調していること
が、このことを明示している。カビールの場合と同じように一元論的な
言説が述べられているが、しかし、一元論的な思想構造はナーナクの思
想にはあり得ない。教義の汎神論も除かれている。なぜならばナーナク
の思想には、内在性の観念が超越性の観念をともなっているからである。
　唯一の神の表現の多様性を強調しているが、このことは創造世界を通
しての神性の開示という観念と関連させて考えなければならない。ヒン
ドゥー教神話における神々が神の活動の特定の相を表現する象徴として
よく使われるという意味においてではなく、複数の神格によって暗示さ
れる一神教という観念は、ここでは持ちだすべきではない。事実、グルー
＝ナーナクはヒンドゥー教の三神一体説（trimūrti）の観念を受け入れ、
その傍証が『ジャクジー』の第30偈にあると、かつて言われたのである＊9。
これに関係なく、第30偈は次のように翻訳できる。

同じように一人の母が妊み、三人の弟子を生んだ。
一人は世界創造者、一人は保持者、一人は〔死の」命令を執行する
者（破壊者）＊10。

しかしながら、スィクの多くの注釈者たちは、この文言を「・・・と信
じられている」というような言葉をつけて翻訳したり、言い換えしてい
る。ナーナクの言説とナーナクが神の単一性を繰り返し強調しているこ

＊9 P. D. Barthwal, Traditions of Indian Mysticism based on Nirguna School of Hin-
di Poetry, New Delhi: Heritage Publishers, 1978 （1st ed. 1936） p.255.
＊10 JapjI, 30, GS, p.7. ekA mAI jugati viAI tIni cele paravANu || iku saMsArI iku bhaN-
DArI iku lAe dIvANu || 
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とに照らし合わせてみれば、この付加は確かに是認されうる。この偈は、
神の絶対的な権威を強調する文言へと続く。

〔しかし〕汝は彼らを汝の気に召すままに動かし（命じ）、彼らは〔汝
の〕命令に従う＊11。

この詩句で、ナーナクは神自身が創造者であり保持者であると明言する。

〔神の〕座が世界であり、世界が〔神の〕貯蔵所である。
獲得したもの、それは一度なり＊12。
創造し創造して、創造者は〔その世界を〕見ている。
ナーナク〔曰く〕、真実が真実〔の神〕を成す者なり＊13。

　ナーナクは確かに、彼がその存在を実在と見なしていることを暗示す
るような方法でブラフマー、ヴィシュヌそしてシヴァに言及しているが、
しかし、それらが唯一の神の被造者であり、すべての機能をなくしマー
ヤー（幻力）と死に従わざるを得ない存在として表現されている。唯一
の神は、ブラフマーを創造しただけではなかった。神は世界も創造し、
神が世界を保持するのである＊14。唯一の神自身が、創造者、保持者そ
して破壊者であり、これらの機能を執行して、すべての神々を無意味な
影と至らしめる。

ブラフマー、ヴィシュヌそしてマヘーシャは唯一〔の神〕の顕現、
〔その神〕自身が〔すべての〕行為をなす者なり＊15。

かれらは、例証として時折役立つ便利な存在に過ぎない。

＊11 jiva tisu bhAvai tivai calAvai jiva hovai phauramANu || 
＊12 「神が創造したものは、神が一度だけで創造した」の意味と考えられる。
＊13 AsaNU loi loi bhaNDAra || jo kichu pAiA su ekA vAra || kari kari vekhai sirajaNahA-
ru || nAnaka sace kI sAcI kAra || （JapjI, 31, GS. p.7.）
＊14 MArU SohalA 15, GS, p.1036.
＊15 brahamA bisanu mahesa ika mUrati Ape karatA kArI || （RAmakalI 12, GS, p. 908.）
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　カビールの言説の場合と同じように、神の唯一性を強調している点は、
ナーナクが使う名称のなかに顕れる。ハリ（Hari）という名称は最も一
般的であり、ナーナクの言説にはヴィシュヌ派の他の名称もあるが、ム
スリムの名称も使用している。唯一の神はハリ、ラーム（Rāma）、ゴー
パール（Gopāla）であり、またアッラー（Allāh）、フダー（Khudā）そ
してサーヒブ（Sāhib）でもある＊16。唯一なる神の顕現態は多いであろ
うが、その神は唯一であり他にない。

私の主は一人なり。一人なり、兄弟よ、一人なり＊16。

2 － 2 ．無属性（nirgun
4

a）と有属性（sagun
4

a）

〔神〕自身、無属性でもあり有属性でもある＊17。

　これはグルー＝アルジャンの言葉であるが、簡潔に述べられている教
義はグルー＝ナーナクのものでもある。唯一なる神は、無属性であり有
属性であり、絶対であり限定的であり、非顕現であり顕現態である。
　ナーナクにとって、神は根本的に無属性すなわち絶対であり非限定的
であり、あらゆる属性を欠いているのである。

〔神は〕三（属性）を拡張して、第 4〔の状態〕に住した＊18。

言い換えれば、神は三つの属性（gun
4

a）を越えているのである。この
絶対的相における神は、人間の理解の領域を完全に越えている。しかし

＊16 RAmakalI 7, GS, p. 903. スィク教の特徴的な呼称であるワーヘグルー（VAhigurU）
は、ナーナクの作品にはない。その初出はバット（bhatt）たちのサヴァイエー（sa-
vayye）である。このバットの作品がGSに表れるのは、グルー＝アルジャンと同時代
である。
＊16 sAhiba eko hai || eko hai bhAI eko hai || （AsA 5. GS, p. 350.）
＊17 niragunu Api saragunu bhI ohI ||（GurU Arjan, GauRI SukhamanI, AXta 18 （8）, 
GS, 287）
＊18 trai varatAi caüthe ghari vAsA || （MArU SohalA 18 （4）, GS. p. 1038）
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ながら、ナーナクにとって、神が自身に属性を付与して、それによって
神は自身を人間の理解の範囲内にもたらすという解釈の可能性があるの
である。無属性である神は自身の意志によって、人間が神を知ることが
できるように有属性となり、人間は神を知ることによって神との結合状
態に入る。

近づきがたき無垢なる者（神）が生じ、
無属性なるものから有属性なるものとなった＊19。

　ここで、誤解が生じる危険性がある。有属性という述語は一般的にヴィ
シュヌ派のバクティの関連のなかで用いられ、この慣例的な意味で、こ
の述語は化身思想を意味するからである。しかし、ナーナクと後の後継
者たちの用法における有属性の意味には、この化身思想の意味はないの
である。ナーナクの用法では、有属性という述語は神人同形説に似たも
のとは何の関連もなく、神性の内在性に関連するものである。

2 － 3 ．創造
　グルー＝ナーナクは、自己の宇宙論を「マールー・ソーヒラー」（Mārū 
Sohalā） 15の讃頌で次のように始める。

一億、一兆（無限）の暗闇。
大地も虚空もなく、〔神の〕無限の教令〔のみ〕＊20。

ナーナクは、その後、存在しなかったものを長く述べるが、神とその教
令以外に何も存在しなかったことを主張するためである。原初的カオス
の開闢論を思わせる描写である。
　ナーナクは最後に、次のように述べている。

＊19 avigato niramAilu upaje niraguNa te saraguNu thIA || （Siddhi GoXti 24, GS, p. 
940）
＊20 arabada narabada dhundhUkArA || dharaNi na gagana hukamu apArA || 
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〔神は〕気に召すまま世界を創った。支えもなく〔神は世界を〕拡
張した＊21。

〔神は〕ブラフマー、ヴィシュヌ、マヘーシャを生み出し、マーヤー
の迷妄を広めた＊22。

神の創造活動の描写はたくさん頻繁に述べられているが、それは神の人
格の観念を明らかにしてくれる。この点に関してカビールとの比較が興
味深い。カビールの言説のなかにも神の人格性が述べられているが、そ
れは直接的な表現というよりもヒントや暗示的な表現によってなされて
いる。カビールの場合、創造者としての神への言及は稀であり、ナーナ
クが宣言しているような明確さはない。このことは、神の他の属性の観
念についても同様である。

生類、ジャーティ、色の名前。
すべては書かれた、〔神の〕流れるような筆で。
この文書がどのように書かれたか誰が知れよう。
この文書が書かれ〔続けられたら〕どんなに〔長く〕なるか。
なんという力か、美しい形か。
なんという贈り物か、誰も想像できまい。〔神は」拡張した、一つ
の命令によって。

そこから何十万もの流れが生じた＊23。
無畏、無相なる真実在の名号、それが全世界を創った＊24。

＊21 GS. p.1035.
＊22 jA tisu bhANA tA jagatu upAiA || brahamA bisanu mahesu upAe mAiA mohu vad-
hAidA || （GS. p.1036）
＊23 jIa jAti raGgA ke nAva || sabhanA likhiA vuRI kalAma || ehu lekhA likhi jANAi koi 
|| lekhA likhiA ketA hoi || ketA tANu suAlihu rUpu || ketI dAti jANai kauNu kUtu || kItA 
pasAu eko kavAu || tisa te hoe lakha darIAu || （JapjI 16, GS. p. 3）
＊24 nirabhaü niraGkAru sacu nAmu || jA kA kIyA sagala jahAnu || （VAr AsA Saloka 2, 
PauRI 5, GS. p. 465）
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2 － 4 ．保持
　神は世界を創造するばかりではなく、世界を見渡し面倒を見る。

〔神は〕創った世界を見て、〔それらに〕仕事をもたらした＊25

他の詩節は、神の創造と保持の活動を強調している。

真正の創造者は真実在と知れ、真正の保持者と。
自ら自己を荘厳し、真実在は不可視で無限なり。
〔神は〕二つの碾き臼＊26を結び離した。正師がいなければまったく
の暗黒。

太陽と月を創って、昼夜は〔神の〕思慮にしたがい動く＊27。

この後半の詩節も、根本マントラに使われていて、ふつう「自立（の）」、
「自在（の）」と翻訳されるsaibhanaという言葉の意味を示している。神
は自身を創造するのである。人間にとってこのことは意味を持たない。
しかし、人間の理解力は限定的なのである。神の「自立性」は、神の絶
対性を確証するものであり、人間の理解力は、これ以上進むことはない。
グルー＝ナーナクにとって、完全に充足状態にある神は人間の知性を超
絶し、人間はその無限なるものを取り囲む以外に、その完全態を理解す
ることはできないのである。

2 － 5 ．破壊
　神は唯一であり、ブラフマー、ヴィシュヌそしてシヴァでもある。創
造者であり保持者でもある神は、破壊者であり創造者でもあると述べら
れている。

＊25 jini kIyA tini dekhiA jagu dhandhaRai lAiA || （RAgu SUhU Chanta 4, GS. 765）
＊26 天と地のこと。［Macleod, 2000, 169］
＊27 jini ApInai Apu sAjiA sacaRA alakha apAro || dui puRa joRi vichoRianu gura binu 
ghoru andhAro || sUraju chandu sirajianu ahinisi calatu vIcAro || （VaDahaMsu Dak-
khanI 3, GS. 580）
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創り破壊する者、その者のほかに誰もなし。
建てたものを壊し、壊したものを建て、立てたものを倒し、倒した
ものを立てる。

満たした池を干し、干した池を満たす。力ある者〔神〕は、気にせ
ずに＊28。

力ある者（神）の気に召すもののみが生じる、この世界は〔神を喜
ばす〕口実。

水中、土中に、〔天地の〕間に遍満している、真正の創造者は。
真正の創造者は不可視で無限、その端は見つけられない。
〔この世に〕やって来た者は実り多きものとなった、〔真正の創造者
を〕一心に瞑想して。

壊し壊して再建する、己の教令によって、保持者は。
力ある者（神）の気に召すもののみが生じる、この世界は〔神を喜
ばす〕口実＊29。

2 － 6 ．至高性
　ナーナクにとって、神は至高の存在であり、絶対の権威者であり、無
限の力の保持者である。
　前節のVad

4

aham
4

su Alāhan
4

ī 1 の讃頌は、ナーナクの神観念の至高性
を述べるものである。

〔神は〕気に召す行為をなんでも成し、〔それは誰も〕消すことがで
きない＊30。

＊28 jo usAreso DhAhasI tisu binu avaru na koi ||
bhani bhani ghaRIai ghaRi ghaRi bhajai DhAhi usArai usare DhAhai || （OaGkAru 31, 41, 
GS. pp. 934, 935） 
＊29 jo tisu bhAvai sammratha so thIe hIlaRA ehu saMsAro || jali thali mahIali ravi ra-
hiA sAcaRA sirajaNahAro || sAcA sirajaNahAro alakha apAro tAka antu na pAiA || DhAhe 
DhAhi usAre Ape hukami savAraNahAro || jo tisu bhAvai sammratha so thIe hIlaRA 
ehu saMsAro || （VaDahaMsu AlAhaNI 1, GS. p. 579）
＊30 jo tisu bhAvai soI karasI kiratu na metiA jAI || （GUjarI 5, GS. p. 504）
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「〔神は〕気に召す行為をなんでも成し」、ここで、ナーナクのもう一つ
の特徴的な表現に出会う。同じような言葉で表現された詩節に何度も出
会うが、その強調点は同じである。

気に召せば〔神は〕玉座を与え、気に召せば生類は世俗を捨て行乞
す。

気に召せば荒野に水を流し、蓮華が天空に咲く。
気に召せば生類は苦界を渡り、気に召せば〔生類は〕途中で沈む。
気に召せば、その主は喜びを与える者であり、〔私は〕賛美に専念
する、徳の宝蔵を。

気に召せば、その主は恐れを与える者であり、私は去来して死
ぬ＊31。

神は、全能であり全知である。

皇帝・至高の主宰神は可視世界を創った。
〔神は〕すべてを見て理解し、〔生類の〕内外に遍満した＊32。

2 － 7 　永遠性
　神が創った世界は不安定で永遠ではないが、神自身はそうではない。

〔神は〕存在し、また存在し続け失せることはない、〔神が〕創った
創造物は失せる＊33。

神は「不壊」（abhināsī）、「無始」（anādi）、「時を越え」（akāla）、恒常

＊31 bhANai takhati vaDAIA bhANai bhIkha udAsi jIu || bhANai thala siri saru vahai 
kamalu phulai AkAsi jIu || bhANai bhavajalu laGghIai bhANai maJjhi bharIAsi jIu || 
bhANai so sahu raGgulA siphati ratA guNatAsi jIu || bhAnai sahu bhIhAvalA haü AvaNi 
jANi muIAsi jIu || （SUhI SucajI, GS. p. 762）
＊32 （papai） pAtisAhu paramesaru vekhaNa kaü parapaJcu kIA || dekhai bUjhai sabhu 
kichu jANai antari bAhari ravi rahiA || （AsA PattI LikhI 24, GS. p. 433）
＊33 hai bhI hosI jAi na jAsI racanA jini racAI || （JapjI, 27, GS. p. 6）
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なるものである。このことは、神の本性の理論的結果であるが、グルー
＝ナーナクにとって重要であり、強調を要する。人間にナーナクが繰り
返して主張することは、世俗への執着を捨て去ることであった。世俗へ
の執着はマーヤー（虚妄）であり、捨離すべきものである。なぜなら、個々
の人間の経験において、付与した信頼を裏切るからである。現世のいか
なるものも人間の死後に随行するものはないのであり、人間にとって現
象世界は捨離すべき無益なものである。しかし、この変化してやまない
変易の世界に対して、不動の（acala）神が存在する。神は無染（nirañjana）
であり、完全に超然（atīta, alipta, nirmala, niralepa）としており、神自
ら創ったマーヤーから完璧に分離している。

原初なるもの（神）は無垢・無始・不壊で、永遠に一つの姿＊34。

ナーナクが、神が不生であることを強調する際にも、同様の観念が背後
にある。

虚空も届かず、主なく、不生なり＊35。

神は、死と輪廻転生を超越しているのである。

世界は神の影、神には父も母もなし。
神は姉妹も兄弟も得なかった。
神には発生も消滅もなく、家系もジャーティもなし、
その不老なるもの（神）は、〔私の〕心を喜ばす＊36。

ここには、化身思想のいかなる余地もないことが暗示されている。

＊34 aAdi anIlu anAdi anAhati jugu jugu eko vesu || （JapjI, 28, GS. p. 6.）
＊35 gaganu agaMmu anAthu ajonI || （OaGkAru, 20, GS. p. 932）
＊36 jagu tisa kI chAiA tisu bApu na mAiA || nA tisu bhaiNa bharAu kamAiA || nA tisu 
opati khapati kula jAti ajarAvaru mani bhAiA || （VAr AsA, saloku 2, pauRI 4, GS. p.）
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　人間の愛着が現象世界から神に移れば、その結果、両者の関係は永遠
に持ちこたえ、神と合一した人間は、神の不死性に参画する。ナーナク
は、人間は現象世界への執着を捨てて、永遠に寂静な不易なる神に自ら
専念せよと、繰り返し説いている。

2 － 8 　無形相
　神の絶対性と永遠性は形而上学的な属性であるので、ナーナクにとっ
て、神に対する人間の理解は、厳密に形而上学的なものから、より具象
的なものへと進むことができるか、という疑問がおこる。この回答は強
い否定であり、神像や化身を拒否するばかりでなく、神人同一的な言葉
すら拒否するのである。神は無形相（arūpa, niran4kāra）なのである。ナー
ナクとその後継者たちの思想では、このニランカール（niran4kāra）と
いう述語が神の名称の最も重要なものだった。「ジャプジー」16─19はす
べて、この無形相なる神への敬礼句で終わっている。

汝は常に不易で無形相なり＊37。

「ソーラティ」（Sorat
4

hi）3 は、神がナーナクのまったく典型的な方法で
呼びかけられている。

無畏、無形相にして憎しみなき全き光に〔私は〕没入す＊38。

神の無形相なることが、他の表現でなされている。

その形もいかなる線もなし＊39。

汝は何千もの眼を持つも眼を持たず、汝は何千もの形を持つも形を
ひとつも持たず。

＊37 tU sadA salAmati niraGkAra || （JapjI GS. pp. 3-4）
＊38 nirabhaü niraGkAru niravairu pUrana joti samAI || （Sorathi 3, GS. p.596）
＊39 nA tisu rUpu na rekhiA kAI || （SUhI AXta 1 （3）, GS. p. 750）
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何千もの無垢なる足を持つも一本の足もなく、香りがなくとも汝は
何千もの香りを持つ。

かくして私は動く（魅了される）＊40。

2 － 9 　言表不可性
真正の主は原初のプルシャ（存在者）、無限にして〔大地の〕支持者、
ラーム＊41なり。

近づきがたく不可知で無限、際限なき最高のブラフマンで第一者な
り。

原初にユガの開始に存在し、また存在し続ける、他のものすべては
偽りと思え＊42。

不可視、無限、近づきがたく不可知〔なるもの〕、その時間（死）
もなくカルマもない。

〔その〕ジャーティはなく不生、自存し、その〔世俗への〕愛着も
なく誤謬もない。

私は真実のなかの真実在に自己を捧げる。
その形も色も線もない、真実のことばが〔その〕表徴なり＊43。

神とその住居が言表不可能なように、神の創造の教令（hukam）の表
現も同様である。

＊40 sahasa tava naina nana naina hai tohi kaü sahasa mUrati nanA eka tohI || sahasa 
pada bimala nana eka pada gandha binu sahasa tava gandha iva calata mohI || 
＊41 正統的ヒンドゥー教の説くラーマ王子ではなく、全存在者に遍満する真実在のこ
とを指す。
＊42 sacu sAhibo Adi purakhu aparaMparo dhAre rAma || agama agocaru apara apArA 
pArabrahamu paradhAno || Adi jugAdi hai bhI hosI avaru jhUthA sabhu mAno || （AsA 
Chanta 3 （1）, GS. p. 437）
＊43 alakh apAra agama agocara nA tisu kAlu na karamA || jAti ajAti ajonI smabhaü  
nA tisu bhAu na bharamA || sAce saciAra vitahu kurabANu || nA tisu rUpa varanu 
nahI rekhiA sAcai sabadi NIsANu || （Sorathi 6, GS. 597.）
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汝の教令はいかようにも念誦（理解）できず、誰も書き留めること
はできない。

たとえ百人の詩人が集まっても、〔その〕一片すら唱えられず泣く。
〔その〕価値を誰も捉えられず、人みな聞いては聞いてそれを書く〔の
み〕＊44。

2 － 9 　内在性
　神が無限であり、人間の理解の範囲を超絶していることは、必ずしも、
神が人間の認識の範囲を完全に超えているということを意味していな
い。しかし、カビール等のサントたちと同じようにナーナクにとって、
人間の理解と経験に応じ人間の救済にとって十分な神の部分的な啓示が
確かにあるのである。上記で引用した「ソーラティ」 6は、次のように
続く。

それには父母、息子、親族なく、愛欲なく妻もなし。
家系なく無染、無限、無終、汝の光輝がすべて〔を照らす〕＊45。

「ダナーサリー・アールティー」（Dhanāsarī Āratī）の詩節が次のよう
に続く。

すべてに光輝があり、光輝はそれなり。
その光がすべてのなかの光なり。
グルー（導師）の教えによって、光輝は顕れる。
その気に召すものがアールティー（礼拝）なり＊46。

＊44 terA hukamu na jApI ketaRA likhi na jANai koi || je saü sAira milIahi tilu na pu-
jAvahi roi || kImati kinai na pAIA sabhi suNi suNi Akhahi soi || （SirI rAgu AXta 1 （2）, 
GS. p. 53）
＊45 nA tisu mAta pitA suta bandhapa nA tisu kAmu na nArI || akula niraJjana apara 
paraMparu sagalI joti tumArI || （Sorathi 6, GS. p.597）
＊46 sabha mahi joti hoti hai soi || tisa kai cAnaNi sabha mahi cAnaNu hoi || gura sAkhI 
joti paragatu hoi || jo tisu bhAvai su AratI hoi || （DhanAsarI AratI, GS. p. 13, 663）
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神の象形はすべてに遍満する光輝であり、それは、神のすべてに遍満す
る内在性を意味しているのである。

私の主よ、汝の行為は不思議なり。
水、土、虚空のなかに遍満し、汝はすべてに浸透す。
見る至る所に汝の光輝、汝の形はどのようか。
〔汝は〕唯一の形で動き〔生類のなかに〕隠れる、誰も同じようで
ない＊47。

「見る至る所に・・・」という言葉は、ナーナクと先行のサントたちの
作品には馴染みの表現である。人が見る至る所に神が見られる。なぜな
らば神は自己の創造世界に顕現しているからである。

主は近し、神は遠いと思うなかれ、唯一のもの（神）は全世界に〔遍
満している〕。

唯一者のほかになし、ナーナク〔曰く〕、唯一なるものに没入
す＊48。

全知で全能である神は、また遍在している。

汝は海、知者で見者、私は魚、いかに〔汝の〕端を知ろうか。
見る至る所に汝がおり、汝から〔外に〕出れば〔私は〕裂けて死
ぬ＊49。

　このことは、普遍的な真理であり根本的に重要であると認められるが、

＊47 mere sAhibA tere coja viDANA || jali thali mahIali bharipuri lINA Ape saraba sa-
mANA || jaha jaha dekhA taha joti tumArI terA rUpu kinehA || ilatu rUpi phirahi para-
chaMnA koi na kisa hI jehA || （Sorathi  4, GS. p. 596）
＊48 prabhu neRai hari dUri na jaNahu eko srisati sabAI || ekaGkAru avaru nahI dUjA 
nAnaka eku samAI || （OaGkAru 5, GS. p. 930）
＊49 tU dariAu dAnA bInA mai machulI kaise antu lahA || jaha jaha dekhA taha taha tU 
hai tujha te nikasI phUti marA || （SirI rAgu 31, GS. p. 25）
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ナーナクは他のサントと同様にさらに先へと表現する。すべての生類に
内在する「無形相なるもの」（niran4kāra）は、創造世界のある特定の部
分に内在する。

各々の心に遍く住す、森の主（クリシュナ＝神）は。
水、土、虚空に密かに住す〔神〕を、グルー（導師）のことばによっ
て見る、個我は。

地上界、地下界、天界にグル、真正のグルは〔神を〕示した、恩寵
をもって個我に。

その不生のブラフマンは居り、〔永遠に〕居る、
　心のなかにムラーリ（クリシュナ＝神）を見よ、個我よ＊50。

唯一の聖音オーム。不死、不生にしてジャーティなく束縛なし。
近づきがたく不可視で線も形もなし。探し探して〔私はそれを〕各々
の心に見た＊51。

　これは、人間を元々いたところに取り残す、単なる魅力的な神秘でも
なく、単なる超自然的な畏怖の源でもない。ここで、われわれは重要な
ポイントに立っているのであり、それは神と人間との交感が可能なとこ
ろであり、それによって人間に解脱をもたらす関係性の展開が可能なと
ころである。このポイントの把捉の失敗は、致命的と見なされる。

ある者（出家者）は赤褐色の衣を着て巡歴するが、
　真正のグルーなしで誰も〔神を〕得られなかった。

＊50 ghati ghati ravi rahiA banavArI || jali thali mahIali gupato varatai gura sabadI 
dekhi nihArI jIu || marata paiAla akAsu dikhAio guri satiguri kirapA dhArI jIu || 
so brahamu ajonI hai bhI honI  ghata bhItari dekhu murArI jIu || （Sorathi 8, GS. pp. 
597-8）
＊51 （ekama） ekaGkAru nirAlA || amaru ajonI jAti na jAlA || agama agocaru rUpu na 
rekhiA || khojata khojata ghati ghati dekhiA || （BilAvalu thitI, GS. p. 838）
＊52 iki bhagavA vesu kari bharamade viNu satigura kinai na pAiA || desa disantara 
bhavi thake tudhu andari Apu lukaiA || （VAr MalAr, paüRI 25, GS. p. 1290）
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諸国を巡歴して疲弊した、汝が〔かれら〕自らの内に秘められてい
る〔のに〕＊52。

　グルー＝ナーナクにとって、まさにここで神の救済活動が示されるの
である。神の教令（hukam）のなかに、それを読むことのできる人間
に神の意志が示されるのである。また、まさにここで、人間の理解に意
味を付与する実体を、「ことば」（Sabada＜ abda）と「名号」（Nām＜
nāman）が獲得するのである。まさにここで、グルーの声が聴けるので
ある。

世界を創り還滅した、その主を自然によって知れ。
真実在を遠くに探すな、各々の心のなかのことばを見極めよ。
真実在をことばと知れ、遠くと知ることなかれ、この世界を創った
者を。

名号を瞑想する者は幸福を得る、名号がなければ勝負に負ける＊53。

近づきがたく不可知、不可視、無限〔なる者よ〕、私を心配してくれ。
水、土、虚空に遍満して、各々の心に汝の光輝〔あり〕＊54。

2 －11　神の発動
　グルー＝ナーナクの教説全体に説かれた救済の様式において、人間の
側の努力が必須なのであるが、それが唯一の要因ではなく、また根本的
なものでもないように思われる。

ナーナク〔曰く〕、真正の皇帝が〔帰依者を〕自らに合一した＊55。

＊53 jini jagu siraji samAiA so sAhibu kudarati jANovA || sacaRA dUri na bhAlIai ghati 
ghati sabadu pachANovA || nAmu dhiAe tA sukhu pAe biNu nAvai piRa kAcI || （VaDa-
haMsu AlAhaNI 4, GS. p. 581）
＊54 agama agocara alakha apArA cintA karahu hamArI || jali thali mahIali bharipuri 
lINA ghati ghati joti tumhhArI ||（BilAvalu 2, GS. p. 795）
＊55 nAnaka sacA pAtisAhu Ape lae milAi || （SirI RAgu 10, GS. p. 18）
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ナーナクは、救済過程の窮極である結合に責任があるのは神であると述
べている。人間は、それに参画しなければならず、そうでなければ結合
も解脱もあり得ないのである。しかしながら、人間の参画は先行する神
の活動に依るものであり、この神の発動がなければ、人間の参画の問題
は、その必要性が認識されない限り、起こりえないのである。

ナーナク〔曰く〕、仁慈深いもの〔神〕は、恩寵を与える＊56。

　ここでは、ナーナクが、神の恩寵としてふつう言及されている事項を
強調していることに注意すれば十分であろう。神の恩寵が、ナーナク思
想全体の肝要な部分であり、ナーナクの言説のなかで常に言及されてい
ることであるからである。この神の恩寵は、被造世界に顕現する神の活
動として表現されている。その活動とは、解脱の獲得が依拠するもので
あり、自然法の神話版として見なされ得るような毅然とした活動ではな
い。自然法は、神と人間との間の交感の重要な部分と見なされる。しか
しながら、自然法は窮極の基盤ではない。なぜなら、その背後に、物事
を決定し人間に与えたり控えたりする意志が存在しているからである。
この神の恩寵がなければ、人間は寄る辺ない存在である。しかし、神が
それを授与しようとすれば、解脱への道は開かれるのである。

2 －12　偉大性
〔神の〕偉大さを聞いて、皆だれも言う。どれほど偉大か、見た者
のみぞ〔知る〕。

どれほどの価値か、誰にも言えない。〔汝について〕語る者は、汝
に没入している。

偉大な私の主は、とても深淵で、深長な徳をもつ。
誰も知らず、汝がどれほど、いかように広いかを。
注釈者がみな集まって、注釈書を編んだ。鑑定家みな集まって、鑑
定した。

知者、瞑想者、グルーのグルーたち〔が集まった〕。〔誰も〕語れな

＊56 nAnaka nadarI karamI dAti || （JapjI 24, GS. p. 5）
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かった、汝の偉大さの一片も。
すべての真実、すべての修行〔の徳〕、すべての善徳も。スィッダ（成
就者）たちの神通力も。

汝なくては誰も成就を得られず。〔それは汝の〕恩寵によって得られ、
いかなる障碍も残らず。

〔汝の〕称讃は汝の宝蔵を満たす。
汝が与えた者たちに〔ほかに〕どんな〔救済の〕方法〔が要ろうか〕。
ナーナク〔曰く〕、〔汝は〕真実在で、〔すべてを〕覆い尽くす者な
り＊57。

真実在の名号の偉大さを少しでも。述べようとすれば〔人は〕疲れ
て価値を得られなかった。

たとえ人みな集まって、〔真実在を〕述べようとも。〔その価値は〕
増すことも減じることもなし。

それは死ぬこともなく、〔人は〕悲しむことない。〔それは〕与え続
け、蓄えはなくなることなし。

〔その〕徳はこのようであり、他にはない。他になかったし、〔これ
からも〕ないだろう。

汝が偉大であるように、汝の賜物もそうのようである。
日を創り夜を創った者。〔その〕主を忘れた者は、生まれが低い。
ナーナク〔曰く〕、〔神の〕名号のない者は、卑しい＊58。

＊57 suNi vaDA Akhai sabhu koi || kevaDu vaDA DIthA hoi || kImati pAI na kahiA jAi || 
kahaNai vAle tere rahe samAi || vaDe mere sAhibA gahira gaMbhIrA guNI gahIrA || 
koi na jANai terA ketA kecaDu cIrA || sabhi suratI milai surati kamAI || sabha kImati 
mili kImati pAI || giAnI dhiAnI gura gurahAI || kahaNu na jAI terI tilu vaDiAI || sabhi 
saca sabhi tapa sabhi caGgiAIA || sidhA purakhA kIA vaDiAiA || tudhu viNu sidhi kinai 
na pAIA || karami milai nAhi thAki rahAiA || siphati bhare tere bhaNDArA || jisu tU dehi 
tisai kiA cArA || nAnAka sacu savAraNahArA || （AsA 2, GS. p.2）
＊58 sAce nAma kI tilu vaDiAI || Akhi thake kImati nahI pAI || je sabhi mili kai AkhaNa 
pAhi || vaDa na hovai ghAti na jAi || nA ohu marai na hovai sogu || dedA rahai na cU-
kai bhogu || guNu eho goru nAhI koi || nA ko hoA nA ko koi || jevaDu Api tevaDa terI 
dAti || jini diniu karik kai kItI rAti || khasamu visArahi te kamajAti || nAnaka nAvai 
bAjhu sanAti || （AsA 3, GS. p. 2）
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3 ．おわりに

　以上、スィク教聖典における開祖ナーナクの中心思想である神観念を
概観してきた。しかしながら、膨大なこの聖典のなかには、「はじめに」
で述べたように、開祖の思想は散在しており、包括的にそれを取り扱う
には、さらに多くの時間と労力を要する。
　たとえば、本稿にも記述した真実在（神）の「ことば」、「名号」、「グ
ルー（導師）」、「教令」、「真実（在）」、「恩寵」といったナーナクが頻用
している述語の意味の検討を進めてこそ、かれの神観念の全体像が浮か
び上がるものと予測される。これには別稿が要される。
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